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市
街
化
区
域
農
地
へ
の
「
農
地
に
準
じ
た
課
税
」
に
関
す
る
質
問
主
意
書

市
街
化
区
域
農
地
へ
の
固
定
資
産
税
課
税
に
関
し
、
「
地
方
税
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
」
（
昭
和
四
十
六
年
法
律
第
十

一
号
）
に
よ
っ
て
地
方
税
法
附
則
に
第
十
九
条
の
二
と
第
十
九
条
の
三
等
が
追
加
さ
れ
、
昭
和
四
十
七
年
度
か
ら
「
宅
地
並
み

課
税
」
を
導
入
す
る
こ
と
が
決
定
さ
れ
た
。
し
か
し
、
四
十
七
年
度
は
議
員
立
法
で
実
施
が
延
期
さ
れ
た
。
翌
昭
和
四
十
八
年

度
は
、
第
七
十
一
国
会
に
政
府
が
提
出
し
た
「
地
方
税
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
案
」
に
対
し
、
「
宅
地
並
み
課
税
」
実
施

を
求
め
て
自
由
民
主
党
が
修
正
案
を
提
案
し
、
そ
れ
が
可
決
さ
れ
た
。
こ
の
結
果
、
い
わ
ゆ
る
「
三
大
都
市
圏
の
特
定
市
の
市

街
化
区
域
農
地
」
の
う
ち
、
地
価
が
高
い
Ａ
・
Ｂ
農
地
に
限
っ
て
附
則
第
十
九
条
の
三
が
適
用
さ
れ
、
「
宅
地
並
み
課
税
」
が

始
ま
っ
た
。
一
方
、
「
宅
地
並
み
課
税
」
が
導
入
さ
れ
な
か
っ
た
市
街
化
区
域
農
地
で
も
、
附
則
第
十
九
条
の
二
で
「
宅
地
な

み
評
価
」
が
行
わ
れ
た
が
、
附
則
第
十
九
条
の
三
は
適
用
さ
れ
ず
、
附
則
第
十
九
条
に
よ
る
農
地
と
し
て
の
課
税
が
継
続
さ
れ

た
。
こ
う
し
て
「
評
価
は
宅
地
並
み
だ
が
、
農
地
と
し
て
課
税
を
行
う
」
と
い
う
、
「
農
地
に
準
じ
た
課
税
」
が
誕
生
し
た
。

そ
の
後
、
宅
地
並
み
課
税
の
適
用
対
象
は
拡
大
し
た
が
、
市
街
化
区
域
に
「
宅
地
並
み
課
税
」
と
「
農
地
に
準
じ
た
課
税
」

が
併
存
す
る
構
造
は
今
日
ま
で
継
続
し
て
い
る
。
地
方
都
市
圏
の
市
街
化
区
域
等
で
広
く
実
施
さ
れ
て
い
る
「
農
地
に
準
じ
た

課
税
」
に
つ
き
、
以
下
の
二
点
に
つ
い
て
質
問
す
る
。

一



一

「
農
地
に
準
じ
た
課
税
」
に
お
け
る
増
税
開
始
年
度
に
つ
い
て

「
農
地
に
準
じ
た
課
税
」
は
、
形
の
上
で
は
右
の
よ
う
に
昭
和
四
十
八
年
度
に
誕
生
し
た
。
し
か
し
、
当
時
は
、
地
方
税

法
附
則
第
十
九
条
が
、
農
地
へ
の
課
税
が
昭
和
三
十
八
年
度
分
の
課
税
標
準
額
に
基
づ
く
固
定
資
産
税
額
を
超
え
な
い
よ
う

に
調
整
し
て
い
た
。
こ
の
た
め
、
「
宅
地
並
み
評
価
」
は
課
税
に
影
響
し
な
か
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

「
宅
地
並
み
評
価
」
が
課
税
に
影
響
し
始
め
る
の
は
、
「
地
方
税
法
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
」
（
昭
和
五
十
一
年
法

律
第
七
号
）
に
よ
っ
て
附
則
第
十
九
条
が
改
正
さ
れ
、
農
地
課
税
に
「
負
担
調
整
率
」
が
登
場
し
た
昭
和
五
十
一
年
度
で
あ

る
と
考
え
ら
れ
る
が
、
こ
の
点
に
関
し
事
実
確
認
を
求
め
る
。

二

農
地
と
住
宅
用
地
の
税
額
比
較
に
つ
い
て

市
街
化
区
域
農
地
へ
の
課
税
強
化
は
、
「
住
宅
難
を
解
決
す
る
た
め
の
地
価
対
策
」
（
昭
和
四
十
五
年
八
月
の
地
価
対
策

閣
僚
協
議
会
）
と
位
置
づ
け
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
た
め
、
住
宅
用
地
へ
の
転
用
が
想
定
さ
れ
て
い
る
よ
う
で
、
昭
和
四
十
八

年
度
に
開
始
さ
れ
た
市
街
化
区
域
農
地
へ
の
「
宅
地
並
み
課
税
」
で
は
、
同
年
に
住
宅
用
地
に
導
入
さ
れ
た
課
税
標
準
特
例

（
導
入
時
は
二
分
の
一
、
後
に
三
分
の
一
に
強
化
）
と
同
じ
扱
い
が
行
わ
れ
た
。
「
農
地
に
準
じ
た
課
税
」
に
つ
い
て
も
、

後
に
こ
の
特
例
が
導
入
さ
れ
て
い
る
。

二



し
か
し
、
異
な
る
点
も
あ
る
。
住
宅
用
地
で
は
、
翌
四
十
九
年
度
に
、
住
宅
一
戸
あ
た
り
二
百
平
方
メ
ー
ト
ル
ま
で
の
負

担
を
さ
ら
に
半
減
す
る
「
小
規
模
住
宅
用
地
」
特
例
が
登
場
す
る
。
一
方
、
市
街
化
区
域
農
地
に
は
、
現
在
に
至
る
ま
で
こ

れ
に
対
応
す
る
施
策
が
施
さ
れ
て
い
な
い
。

平
成
二
十
二
年
度
の
総
務
省
資
料
に
よ
る
と
、
全
国
の
住
宅
用
地
地
積
の
約
六
割
が
小
規
模
住
宅
用
地
で
あ
り
、
宅
地
細

分
化
が
進
行
し
て
い
る
市
街
化
区
域
で
は
、
よ
り
比
率
が
高
い
と
思
わ
れ
る
。
そ
こ
で
、
市
街
化
区
域
農
地
を
住
宅
用
地
に

転
用
す
る
場
合
を
考
え
る
。
農
地
の
間
は
造
成
費
相
当
額
が
控
除
さ
れ
て
い
る
た
め
、
評
価
（
決
定
価
格
）
は
転
用
で
若
干

高
く
な
る
と
考
え
ら
れ
る
。
し
か
し
、
住
宅
用
地
に
な
る
と
、
小
規
模
住
宅
用
地
の
特
例
が
適
用
さ
れ
る
。

実
際
の
税
額
は
、
特
例
適
用
の
後
、
前
年
の
負
担
水
準
に
応
じ
て
課
税
標
準
額
を
さ
ら
に
軽
減
し
た
額
に
対
し
て
算
出
さ

れ
る
。
「
農
地
に
準
じ
た
課
税
」
を
全
体
的
に
見
る
と
、
現
在
は
住
宅
用
地
よ
り
負
担
水
準
が
低
め
の
傾
向
が
あ
る
。
し
か

し
、
負
担
水
準
は
年
々
上
昇
し
て
い
る
。
平
成
二
十
二
年
度
の
負
担
水
準
が
一
�
〇
以
上
（
い
わ
ゆ
る
本
則
課
税
）
の
比
率

を
地
積
ベ
ー
ス
で
計
算
す
る
と
、
「
農
地
に
準
じ
た
課
税
」
で
は
田
が
四
十
四
パ
ー
セ
ン
ト
、
畑
が
二
十
パ
ー
セ
ン
ト
で
あ

る
。
小
規
模
住
宅
用
地
は
三
十
二
パ
ー
セ
ン
ト
、
住
宅
用
地
は
三
十
三
パ
ー
セ
ン
ト
が
本
則
課
税
な
の
で
、
「
農
地
に
準
じ

た
課
税
」
の
負
担
水
準
が
極
端
に
低
い
と
は
言
え
な
い
。
い
ず
れ
「
本
則
課
税
」
に
達
し
て
負
担
水
準
の
違
い
が
な
く
な
る

三



は
ず
で
、
小
規
模
住
宅
用
地
に
相
当
す
る
軽
減
が
な
い
農
地
の
方
が
、
同
じ
用
地
に
課
せ
ら
れ
る
固
定
資
産
税
額
が
高
く
な

る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

そ
こ
で
、
決
定
価
格
と
造
成
費
相
当
額
が
平
均
的
な
「
農
地
に
準
じ
た
課
税
」
の
農
地
を
住
宅
用
地
に
転
用
し
た
場
合
、

税
額
が
ど
の
程
度
増
加
す
る
と
考
え
ら
れ
る
か
を
質
問
す
る
。
も
ち
ろ
ん
、
負
担
水
準
は
い
ず
れ
も
本
則
課
税
で
、
転
用
の

影
響
を
受
け
な
い
も
の
と
仮
定
す
る
。
ま
ず
、
最
も
単
純
な
、
前
面
道
路
に
変
化
が
な
く
、
一
筆
の
農
地
が
そ
の
ま
ま
一
筆

の
住
宅
用
地
と
な
り
、
全
て
が
小
規
模
住
宅
用
地
で
あ
る
場
合
に
つ
い
て
、
税
額
の
変
化
を
示
し
て
い
た
だ
き
た
い
。
た

だ
、
実
際
に
は
、
転
用
時
に
区
画
が
分
割
さ
れ
た
り
、
公
共
用
地
が
提
供
さ
れ
る
場
合
も
あ
る
と
思
わ
れ
る
。
そ
こ
で
、
追

加
的
に
ど
の
よ
う
な
状
況
が
生
じ
る
こ
と
が
多
く
、
そ
れ
が
ど
う
影
響
す
る
か
に
つ
い
て
も
、
説
明
を
求
め
る
。

右
質
問
す
る
。

四


